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私
の
祭
り
、
芸
能
研
究
の
軌
跡

宮

家

　

準

　

私
は
修
験
道
を
日
本
の
民
俗
宗
教
の
典
型
と
捉
え
て
研
究
し
て

き
た
。
そ
し
て
修
験
道
研
究
と
あ
わ
せ
て
、
そ
の
研
究
方
法
を
論

じ
た
『
宗
教
民
俗
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
）
民
俗
宗
教
の
啓
蒙
書

の
『
日
本
の
民
俗
宗
教
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）『
生
活
の
中
の
宗

教
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
）
等
を
著
し
た
。
あ
わ
せ
て
先
学
に
導
か

れ
て
、
祭
り
や
芸
能
の
研
究
も
行
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
そ
の
軌

跡
を
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
祭
礼
と
芸
能
の
学
説
史
に
資
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

　

昭
和
三
五
年
頃
、
東
京
大
学
の
柳
川
啓
一
先
生
は
秩
父
夜
祭
、

続
い
て
会
津
の
田
島
祇
園
祭
の
七
行
器
行
事
な
ど
の
調
査
を
行
な

わ
れ
、
私
た
ち
大
学
院
生
も
参
加
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
祭
り
を

ド
ラ
マ
と
し
て
捉
え
る
と
云
う
視
点
か
ら
考
察
し
た
。
昭
和
三
七

年
、
私
は
慶
應
大
学
の
社
会
学
専
攻
に
転
職
し
た
。
そ
し
て
同
専

攻
の
有
賀
喜
左
衛
門
教
授
を
中
心
と
し
た
長
野
県
諏
訪
郡
南
真
志

野
村
の
調
査
に
参
加
し
た
。
こ
の
折
に
は
、
諏
訪
大
社
の
御
柱
祭

の
規
模
を
小
さ
く
し
た
柱
た
て
の
祭
り
が
、
同
村
の
氏
神
、
マ
キ

の
祝
神
で
も
た
さ
れ
て
い
る
事
を
通
し
て
祭
り
の
重
層
構
造
に
注

目
し
た
。
こ
の
後
、
佐
原
六
郎
教
授
に
よ
る
中
央
区
佃
島
の
住
吉

神
社
夏
祭
り
の
調
査
に
参
加
し
た
。
こ
の
折
は
神
輿
の
海
、
本
社

か
ら
月
島
に
あ
る
御
旅
所
へ
の
渡
御
を
通
し
て
、
同
社
が
漁
村
の

守
護
神
か
ら
広
域
地
域
の
鎮
守
と
な
っ
た
経
緯
を
動
態
的
に
把
握

し
た
。

　

今
一
方
で
私
は
修
験
道
の
祭
り
に
注
目
し
、
昭
和
四
〇
年
に

『
神
道
宗
教
』
四
三
号
に
論
文
「
修
験
道
に
お
け
る
祭
り
の
論
理
」

を
寄
稿
し
た
。
こ
の
論
文
で
は
祭
り
に
見
ら
れ
る
浄
化
、
交
歓
、

神
人
合
一
、
祈
願
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
密
教
の
不
動
法
と
類
似
し

随

想



468明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 52 号〕平成 27 年 11 月

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
頃
、
シ
カ
ゴ
大
学
か
ら
東
北
大

学
に
留
学
し
て
い
た
バ
イ
ロ
ン
・
エ
ア
ハ
ー
ト
氏
を
堀
一
郎
先
生

か
ら
紹
介
さ
れ
、
共
同
で
羽
黒
山
の
秋
の
峰
と
松
例
祭
を
調
査
し

た
。
秋
の
峰
調
査
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
カ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ッ

カ
先
生
と
も
一
緒
だ
っ
た
。
Ｍ
．
エ
リ
ア
ー
デ
の
も
と
で
学
ん
だ

エ
ア
ハ
ー
ト
氏
は
、
峰
中
の
諸
儀
礼
の
象
徴
的
意
味
を
解
読
し
、

そ
の
根
底
に
あ
る
思
想
を
読
み
と
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
た
。

一
方
、
ブ
ラ
ッ
カ
先
生
は
修
行
の
共
観
的
理
解
を
試
み
ら
れ
て
い

た
。
私
は
お
二
人
の
影
響
の
も
と
に
調
査
し
、
秋
の
峰
の
中
に
、

葬
式
、
受
胎
、
胎
内
修
行
、
出
生
と
い
う
擬
死
再
生
の
モ
チ
ー
フ

が
あ
る
事
を
解
明
し
た
。
そ
の
後
、
近
世
期
の
大
峰
山
の
峰
入
を

記
し
た
『
峰
中
秘
伝
』
に
も
同
様
の
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
事
を
発
見

し
て
、
両
者
を
あ
わ
せ
た
論
文
『
修
験
道
の
峰
入
修
行
に
お
け
る

シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
』（『
哲
学
』
四
六
、
昭
和
四
〇
年
）
を
発
表
し
た
。

羽
黒
山
の
松
例
祭
は
大
晦
日
に
位
上
と
先
途
の
両
松
聖
に
配
さ
れ

た
役
者
や
集
落
の
若
者
の
烏
と
び
、
兎
の
神
事
、
大
松
明
立
て
、

火
の
打
ち
か
え
な
ど
一
連
の
競
争
を
す
る
奇
祭
で
あ
る
。
私
は
こ

れ
を
羽
黒
山
の
冬
峰
修
行
を
し
た
位
上
、
先
達
の
両
松
聖
が
修
行

成
満
に
際
し
て
行
な
う
験
く
ら
べ
と
解
釈
し
た
。

　

山
伏
が
関
わ
る
芸
能
に
は
山
伏
神
楽
、
湯
立
神
楽
、
延
年
、
田

楽
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
山
伏
神
楽
に
関
し
て
は
戦
前
森
口
多

里
先
生
や
本
田
安
次
先
生
が
詳
細
な
調
査
研
究
を
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
盛
岡
の
森
口
先
生
を
訪
問
し
て
、
そ
の
御
紹
介
で
早
池
峰

の
岳
、
大
償
な
ど
の
山
伏
神
楽
を
調
査
し
た
。
そ
の
後
山
口
昌
男

先
生
が
こ
の
山
伏
神
楽
に
注
目
さ
れ
、
御
自
分
も
調
査
さ
れ
る
と

共
に
、
岳
で
本
田
安
次
先
生
な
ど
を
招
い
て
山
伏
神
楽
の
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ウ
ム
を
な
さ
れ
、
中
沢
新
一
氏
な
ど
と
共
に
参
加
し
た
。
こ

れ
を
契
機
に
本
田
先
生
か
ら
色
々
と
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ち

な
み
に
私
も
留
学
し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
世
界
宗
教
研
究
セ
ン

タ
ー
か
ら
慶
應
大
学
に
留
学
さ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ア
ベ
ル
ブ

フ
・
イ
リ
ッ
ト
さ
ん
が
、
山
伏
神
楽
の
調
査
研
究
を
志
さ
れ
た
の

で
色
々
と
御
世
話
を
し
た
。
彼
女
は
自
分
も
神
楽
を
演
ず
る
な
ど

し
て
研
究
に
没
頭
し
て
博
士
学
位
論
文
『
山
伏
神
楽
―
現
代
日
本

に
お
け
る
神
事
舞
―
』
を
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
折
口
信
夫
先
生
は
國
學
院
大
學
と
あ
わ
せ
て
慶
應
大

学
の
国
文
学
専
攻
の
教
授
も
勤
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
池
田
弥
三

郎
・
西
村
亨
先
生
な
ど
が
そ
の
学
統
を
継
承
さ
れ
て
お
り
、
私
も

両
先
生
か
ら
御
指
導
い
た
だ
い
た
。
特
に
池
田
先
生
か
ら
神
楽
や

田
楽
な
ど
芸
能
と
山
伏
と
の
関
わ
り
を
調
査
研
究
す
る
よ
う
に
勧

め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
国
文
学
専
攻
の
井
口
樹
生
氏
と
共
同
で
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
文
化
基
金
の
助
成
を
受
け
て
、
宮
家
研
究
室
と
国
文
学
の

井
口
氏
や
保
坂
達
雄
氏
な
ど
と
修
験
道
に
関
わ
る
祭
り
や
芸
能
の

調
査
研
究
を
行
な
い
、
そ
の
成
果
を
宮
家
準
『
山
の
祭
り
と
芸

能
』
上
下
（
平
河
出
版
、
昭
和
五
九
年
）
と
し
て
発
表
し
た
。
本
書
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は
山
の
民
の
祭
り
、
山
伏
の
峰
入
や
修
行
、
霊
山
の
祭
り
と
芸
能
、

山
伏
神
楽
、
湯
立
神
楽
、
田
遊
び
、
田
楽
、
山
伏
の
巫
術
な
ど
に

関
し
て
全
国
の
主
要
な
も
の
を
と
り
あ
げ
て
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
し

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
本
の
祭
り
や
芸
能
を
東
ア

ジ
ア
の
そ
れ
に
位
置
づ
け
て
捉
え
る
こ
と
を
考
え
て
、
同
僚
の
鈴

木
正
崇
氏
と
共
に
慶
大
の
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
成
果
と
し
て
『
東
ア
ジ
ア
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
民
俗
』（
勁

草
書
房
、
平
成
六
年
）
を
発
表
し
た
。
本
書
で
は
韓
国
の
ム
ー
ダ
ン
、

台
湾
の
道
教
、
雲
南
な
ど
中
国
南
部
の
祭
り
芸
能
を
と
り
あ
げ
て

日
本
の
祭
り
や
芸
能
と
の
比
較
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
頃
、
日
本

学
術
振
興
会
が
シ
カ
ゴ
大
学
で
祭
り
や
巡
礼
を
研
究
し
て
い
た

Ｖ
・
タ
ー
ナ
ー
教
授
を
招
聘
し
た
。
こ
の
折
は
彼
に
学
ん
だ
筑
波

大
学
の
荒
木
美
智
雄
氏
や
南
山
大
学
の
ポ
ー
ル
・
サ
ン
ソ
ン
氏
な

ど
と
一
緒
に
熊
野
新
宮
神
倉
の
火
祭
り
や
西
国
巡
礼
の
一
番
札
所

青
岸
渡
寺
を
案
内
し
、
そ
の
成
果
を
「
新
宮
神
倉
お
灯
祭
に
見
ら

れ
る
カ
ラ
ー
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」（『
学
術
日
報
』
昭
和
六
二
年
十
二
月

号
）
に
発
表
し
た
。

　

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
で
は
、
昭
和
四
〇
年
頃
か
ら
倉

林
正
次
先
生
が
祭
り
と
芸
能
に
関
す
る
研
究
会
を
定
期
的
に
開
か

れ
て
い
た
。
特
に
昭
和
四
五
年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
っ
て
、
文
部

省
の
助
成
を
受
け
て
、
総
合
研
究
「
わ
が
国
に
お
け
る
宗
教
儀
礼

の
総
合
研
究
」
を
行
な
わ
れ
た
。
本
研
究
で
は
我
が
国
の
宗
教
儀

礼
の
調
査
研
究
、
比
較
研
究
を
行
な
い
、
日
本
に
お
け
る
宗
教
儀

礼
の
成
立
、
構
成
、
特
質
を
解
明
す
る
事
を
目
ざ
し
た
も
の
で
あ

る
。
研
究
代
表
者
は
倉
林
先
生
で
、
國
學
院
か
ら
は
平
井
直
房
・

小
野
和
輝
先
生
や
、
当
時
文
学
部
の
講
師
で
も
あ
っ
た
明
治
神
宮

の
高
澤
信
一
郎
宮
司
な
ど
九
人
、
大
正
大
学
か
ら
藤
井
正
雄
氏
な

ど
三
人
と
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
の
吉
川
周
平
氏
と
あ
わ
せ

て
私
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
宇
佐
八
幡
宮
、
鹿
島
神

宮
、
日
光
東
照
宮
な
ど
で
調
査
し
た
。
こ
の
儀
礼
研
究
は
後
に
歴

代
明
治
神
宮
宮
司
を
会
長
、
倉
林
先
生
を
理
事
長
と
す
る
「
儀
礼

文
化
学
会
」
へ
と
展
開
し
、
現
在
日
本
の
祭
礼
、
芸
能
の
啓
蒙
活

動
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

平
成
一
〇
年
頃
、
畏
友
宮
田
登
氏
か
ら
朝
倉
書
店
が
創
業
八
〇

周
年
記
念
に
祭
り
や
芸
能
を
中
心
と
し
た
大
辞
典
の
刊
行
を
考
え

て
い
る
か
ら
一
緒
に
し
な
い
か
と
誘
わ
れ
た
。
そ
こ
で
芸
能
研
究

の
第
一
人
者
の
三
隅
治
雄
先
生
と
民
俗
音
楽
を
開
拓
さ
れ
た
小
島

美
子
先
生
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
企
画
し
、
祭
（
宮
家
）
民

間
行
事
（
宮
田
）
芸
能
（
三
隅
）
音
楽
（
小
島
）
と
担
当
を
分
け
て

準
備
に
と
り
か
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ほ
ど
な
く
中
心
と
な
っ
て
い

た
宮
田
氏
と
そ
の
も
と
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
宮
本
袈
裟
雄
氏
が

急
逝
さ
れ
、
私
が
ま
と
め
役
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
鈴
木
正
崇
・
和

崎
春
日
氏
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
民
間
行
事
の
部
分

を
鈴
木
正
崇
氏
に
委
ね
る
と
共
に
和
崎
氏
に
現
在
話
題
に
な
っ
て
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い
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
そ

し
て
五
人
が
監
修
者
に
な
り
、
宮
家
研
究
室
の
阿
南
透
氏
に
イ
ベ

ン
ト
、
神
田
よ
り
子
氏
・
高
梨
一
美
氏
と
三
隅
門
下
の
髙
山
茂
氏

に
芸
能
と
行
事
、
國
學
院
の
茂
木
栄
氏
に
祭
、
小
島
門
下
の
山
本

広
子
氏
に
音
楽
を
担
当
の
編
集
委
員
に
お
願
い
し
て
、
編
集
に
と

り
か
か
っ
た
。
そ
の
後
平
成
一
一
年
か
ら
私
は
國
學
院
大
學
に
奉

職
し
た
こ
と
か
ら
茂
木
氏
を
始
め
と
す
る
同
大
学
の
諸
氏
に
助
け

て
い
た
だ
き
も
し
た
。
そ
し
て
約
五
五
〇
〇
項
目
を
選
定
し
五
五

〇
人
余
の
方
に
執
筆
を
依
頼
し
て
原
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
と
共

に
、
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
か
ら
十
年
の
紆
余
曲

折
の
末
に
平
成
二
一
年
一
一
月
に
、
巻
頭
に
監
修
者
の
祭
り
、
芸

能
、
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
の
概
説
と
そ
れ
ぞ
れ
に
付
し
た
カ
ラ
ー
写

真
を
掲
げ
、
本
文
五
五
〇
〇
項
目
の
解
説
、
巻
末
に
無
形
民
俗
文

化
財
一
覧
、
年
中
行
事
、
人
生
儀
礼
一
覧
、
文
化
財
保
護
法
、
無

形
文
化
遺
産
保
護
条
約
、
平
成
大
合
併
後
の
全
国
市
町
村
地
図
を

付
し
た
Ｂ
5
判
上
下
二
巻
、
総
ペ
ー
ジ
二
一
一
六
頁
、
写
真
図
八

〇
〇
（
う
ち
カ
ラ
ー
一
五
〇
）
か
ら
成
る
。
読
む
、
見
る
、
引
く
の

三
様
態
を
兼
ね
た
『
祭
、
芸
能
、
行
事
大
辞
典
』
を
完
成
し
た
の

で
あ
る
。

　

平
成
一
二
年
國
學
院
大
學
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ラ
イ
シ
ャ

ワ
ー
研
究
所
と
の
教
育
・
学
術
交
流
の
提
携
を
結
ん
だ
。
そ
の
一

貫
と
し
て
同
研
究
所
の
前
所
長
の
ヘ
レ
ン
・
ハ
ー
デ
ィ
カ
教
授
と

共
同
で
府
中
の
大
國
魂
神
社
の
暗
闇
祭
り
の
調
査
を
行
な
っ
た
。

こ
の
折
に
は
茂
木
栄
氏
と
組
ん
で
國
學
院
大
學
の
大
学
院
生
と
共

に
調
査
し
た
。
そ
の
成
果
は
大
学
主
催
の
提
携
記
念
の
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ウ
ム
「
祭
り
に
お
け
る
持
続
と
変
容
―
府
中
大
國
魂
神
社
暗

闇
祭
を
中
心
に
」
で
、
映
像
も
交
え
て
、
ハ
ー
デ
ィ
カ
教
授
、
宮

家
、
茂
木
な
ど
が
発
表
し
た
。（『
國
學
院
雑
誌
』
一
〇
二
巻
九
号
特

集
、
平
成
一
三
年
）
こ
の
祭
り
で
は
特
に
拝
観
を
許
さ
れ
た
御
旅

所
で
の
暗
闇
の
中
で
の
祭
儀
で
武
蔵
の
国
魂
の
誕
生
（
ミ
ア
レ
）

が
演
じ
ら
れ
て
い
た
事
に
注
目
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
祭
り
や
芸
能
の
映
像
化
は
國
學
院
で
は
茂
木
栄
氏
ら

に
よ
り
積
極
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。
私
も
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ォ
ー

ク
ロ
ア
の
北
村
皆
雄
氏
作
成
の
ビ
デ
オ
「
羽
黒
山
秋
の
峰
」
の
解

題
を
し
、
平
成
一
七
年
に
東
京
で
開
か
れ
た
国
際
宗
教
学
・
宗
教

史
会
議
で
は
、
そ
の
上
映
を
企
画
し
解
説
し
た
。
ま
た
平
成
二
五

年
に
修
験
道
映
像
製
作
委
員
会
が
完
成
し
た
「
修
験
道
の
今
昔
」

「
修
験
道
の
修
行
」
を
監
修
し
た
。
こ
の
う
ち
前
者
は
修
験
道
の

本
山
や
修
験
霊
山
の
祭
り
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

あ
ら
た
め
て
云
う
ま
で
も
な
く
、
祭
り
や
芸
能
の
研
究
に
あ

た
っ
て
は
文
献
や
映
像
の
み
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
そ
の

場
に
行
き
、
さ
ら
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
実
態
を
リ
ア

ル
に
体
験
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
れ
は
研
究
者
の
み
な
ら
ず

宗
教
者
に
と
っ
て
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
祭
り
は
自
己
を
浄
化



私の祭り、芸能研究の軌跡（宮家）471

し
た
う
え
で
、
神
と
一
体
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
神
事
芸
能
は
神

の
し
ぐ
さ
、
ま
た
は
神
と
な
っ
た
喜
び
を
表
明
す
る
も
の
と
も
考

え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
視
点
に
立
っ
て
あ
ら
た
め
て
私
の
こ
れ
ま

で
の
祭
り
、
芸
能
研
究
を
ふ
り
返
り
、
今
後
も
新
た
な
気
持
で
祭

り
、
芸
能
に
接
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）


